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ている。 Sato	et	al.(2012)は語流暢性課題（ VFT）中に NIRS を用い、人格
傾向とヘモグロビン変化量との相関を報告しているが、ストループテストに
ついて同様の研究はない。そこで、本研究では、 5 因子性格モデル（ FFM）
















色と言葉の一致した一致条件（ 25 語）、色と言葉が一致しない不一致条件（ 25
語）のブロックから構成され、 10 秒の休憩後、一致と不一致のブロックを
30 秒の休憩を挟み交互に 2 回ずつ行った。 	
【 VFT】 	











プテスト）を用いた。有意水準は 5%とし、多重比較に Bonferroni 法を用い、
r	>	0.7024	または r	<	-0.7024 において統計学的に有意とした。 	
	












Default	 mode	 network	 (DMN) と い う 特 定 の 脳 領 域 に 関 す る 概 念 が あ り
(Raichle	et	al.,	2001;	Shulman	et	al.,	1997;	Binder	et	al.,	1999;	Mazoyer	






て、認知的に負荷が大きい刺激はより強い TID を誘発すると考えられる。 	
我々の測定領域は内側前頭前皮質という DMN の領域を部分的に含み、テスト
中は TID を反映していると考えられる。しかし調和性の高い人ほど TID が弱
かった。 Sampaio	et	al.(2013)は休憩時に内側前頭前皮質の活動と調和性が
有意に正の相関を示したと報告している。調和性の高い人は、休憩時の高い
活動のためテスト開始後に DMN が抑制されにくいと考えられる。 	
今回 VFT 中に不活性化がみられなかった理由として、（ 1） NIRS の分解能が
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